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ワーカーにも配慮した施設
ＥＳＲ株式会社代表取締役
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ＥＳＲ日高ディストリビューションセンター　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１２月１９日　（木曜日）

■工事名称：ＥＳＲ日高ディストリビューションセンター新築工事
■工事場所：埼玉県日高市大字下高萩新田２番地
■発　注　者：ＥＳＲサンフラワー特定目的会社
■事　業　主：ＥＳＲ株式会社
■設　計　者：株式会社上野山都市設計（意匠・設備）

株式会社ストラクチャー・ナナ（構造）
■施　　工：東急建設株式会社東日本建築支店
■建物用途：倉庫業を営む倉庫
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構造規模：Ｓ造地上４階
■工　　期：年月日～年月日

撮影：株式会社プライズ　山崎浩治
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　この度、ＥＳＲの物流施設として全国
で件目、埼玉県内で７件目のプロジェ
クトとして「ＥＳＲ日高ディストリビ
ューションセンター」が無事に竣工した
ことを大変うれしく思います。「日高Ｄ
Ｃ」は日本の物流効率を向上させるだけ
でなく、庫内に空調設備を完備するなど、
ワーカー様にも配慮した施設です。当社
の「HUMAN CENTRIC DESIGN.」と
いう基本理念を通じて、当施設が首都圏

屈指の戦略的物流拠点になるよう、ｅコ
マース、３ＰＬ物流、製造業などのビジ
ネス発展に寄与してまいります。
　無事に竣工を迎えることができました
のは、東急建設株式会社様をはじめとす
る関係各社の皆さまの尽力の賜物です。
この場をお借りし、関わっていただいた
すべての方々に心より感謝申し上げま
す。

　首都圏中央連絡自動車道「圏央道鶴ヶ
島ＩＣ」から．㎞に位置する本施設は、
地上４階建て、最小賃貸区画，坪、
最大３テナントに区画できるマルチテナ
ント型物流施設です。１階トラックバー
スと２～４階のワンフロア利用倉庫を組
み合わせ、想定テナントごとに垂直搬送
機、荷物用エレベーターを配置、高い縦
搬送能力を実現しました。各搬送機は設
定により各階停止可能となっており、入
居テナント数にフレキシブルに対応でき
る計画としています。１階のトラック
バースはテナントごとに南北二面トラッ
クバースとし、入出荷動線を分離するな
ど多様な使い勝手を想定しています。
　災害対策として、事務所や倉庫などの

照明や縦搬送機へ最大時間供給できる
非常用発電設備を設置、持続可能な倉庫
運用が可能となっています。
　外装は熱伝導率の低いフェノールフ
ォーム複合外壁材と二重折板屋根による
高い断熱性能を有するとともに、倉庫内
に空調機を標準設置することで快適な作
業環境を提供しています。％浸透に
よる敷地内雨水処理、便所洗浄水の汚水
再生水利用、色彩計画に於ける隣接住宅
への配慮など、周辺環境に及ぼす影響を
最小限にするとともに、全館ＬＥＤ照明
の利用などを採用し、環境配慮表示制度
ではCASBEE Aランク、Zeb ready、BE
LS ６☆を取得しました。
株式会社上野山都市設計　上野山有一
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北西面鳥瞰（ちょうかん）夕景


